
CHN元素分析装置
【LECOジャパン合同会社 CHN628】

【設備の特徴】

本装置は、石油、石炭などの燃料、木材、もみ殻、稲わらなどのバイオマス燃料、

ポリマーなどの樹脂製品、炭素繊維、土壌などの炭素、水素、窒素含有量を測定す

る装置である。

【設備の仕様概要、技術内容】

■主な特長

・独立した検出器は各元素を同時測定し、分析時間を短縮。

・純酸素気流中で1050℃まで昇温可能な燃焼炉では、試料を2段階のステージで

完全燃焼。追加の助燃剤や純酸素以外のキャリアガスは不要。

・大きなルツボは燃焼効率がよく、メンテナンスを軽減。

■仕様概要

【活用例】

・有機物中の炭素、水素、窒素含有量測定

・燃料中の炭素、水素、窒素含有量測定

・炭素繊維中の炭素含有量測定

【適用製品の例】

・石炭、バイオマスの元素分析

・樹脂の元素分析

・土壌の有機元素分析

CHN元素分析装置

分析範囲

炭素 0.02〜175mg（0.02〜100％）

水素 0.1〜12mg（0.1〜12％）

窒素 0.02〜100mg（0.02〜100％）

試料量

炭素/水素/窒素 最大250mg、通常100mg

検出方法

炭素/水素 非分散型赤外吸収法

窒素 熱伝導度法

オートローダ 30サンプル

【装置外観】



【応用事例】

■効果的な利活用の例

【お問い合わせ先】
秋田県産業技術センター 企画事業部 遠田幸生

TEL：018-862-3414 ／ FAX：018-865-3949
E-Mail：soudanshitu@aitc.pref.akita.jp

〒010-1623 秋田県秋田市新屋町字砂奴寄4-11 ／ https://www.aitc.pref.akita.jp/

表．木炭、土壌、微生物等の分析例


